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研究要旨 

 ゴナドトロピン分泌異常症（下垂体ゴナドトロピン産生腫瘍、ゴナドトロピン分泌低下症）の CQに対す

る推奨の強さを研究者全員の投票により決定し、CQ に対する推奨文およびその解説文を作成した。また、難

病プラットフォームの雛型を用いて作成したゴナドトロピン分泌異常症のレジストリに患者登録を行った。 

 

Ａ．研究目的 

ゴナドトロピン分泌異常症（下垂体ゴナドトロ

ピン産生腫瘍、ゴナドトロピン分泌低下症）の診

療に資する診断ガイドラインおよび疾患レジスト

リを策定する。 

 

Ｂ．研究方法 

ゴナドトロピン分泌異常症（下垂体ゴナドトロ

ピン産生腫瘍、ゴナドトロピン分泌低下症）のCQ

に対する推奨文およびその解説文を作成するとと

もに、レジストリへの患者登録を行った。 

（倫理面への配慮） 

 特記すべきことなし 

 

Ｃ．研究結果 

CQに対する推奨文およびその解説文を作成し

た。また、策定したゴナドトロピン分泌異常症

（下垂体ゴナドトロピン産生腫瘍、ゴナドトロピ

ン分泌低下症）のレジストリに患者登録を行っ

た。 

 

Ｄ．考察 

ゴナドトロピン分泌異常症（下垂体ゴナドトロ

ピン産生腫瘍、ゴナドトロピン分泌低下症）の診

療ガイドラインの改訂に資するCQに対する推奨文

および解説文を作成することができた。また、新
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たなエビデンス創出に繋がる疾患レジストリの拡

充に向け、患者登録を行うことができた。 

 

Ｅ．結論 

ゴナドトロピン分泌異常症（下垂体ゴナドトロ

ピン産生腫瘍とゴナドトロピン分泌低下症）のCQ

に対する推奨文および解説文を作成するととも

に、疾患レジストリへの患者登録を行った。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  該当なし 
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大山健一、中里一郎、石川久、田部井勇助、寺本明、

松野彰．難治性機能性下垂体腺腫に対する内視鏡

下経鼻頭蓋底手術の有用性．第 95 回日本内分泌学

会学術総会 2022.6.2 (大分)  
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中里一郎、大山健一、若宮富浩、田中達也、道脇悠

平、下地一彰、末廣栄一、山根文孝、河島雅到、寺

本明、松野彰．内視鏡下経鼻手術が有用であった第

３脳室に首座する頭蓋咽頭腫の一例．第 95 回日本

内分泌学会学術総会 2022.6.2 (大分)  

 

大山健一、中里一郎、石川久、田部井勇助、須磨健、

寺本明、松野彰．頭蓋底病変に対する内視鏡下鍵穴

手術の有用性．日本脳神経外科学会第 81 回学術集

会 2022.9.28-30（横浜、WEB） 

 

大山健一、田部井勇助、中里一郎、石川久、須磨健、

寺本明、松野彰．頭蓋底腫瘍に対する内視鏡下鍵穴

手術の有用性．第 27 回日本脳腫瘍の外科学会 

2022.10.14（東京、WEB） 

 

中里一郎、大山健一、田部井勇介、須磨健、石川久、

寺本明、松野彰．Combined transorbital- and 

endonasal approach が有用であった再発頭蓋底髄

膜腫の一例．第 27 回日本脳腫瘍の外科学会 

2022.10.14（東京、WEB） 

  

大山健一、中里一郎、石川久、田部井勇介、須磨健、

寺本明、松野彰．頭蓋底病変に対する内視鏡下鍵穴

手術．第 29 回日本神経内視鏡学会 2022.11.3 (軽

井沢) 

  

中里一郎、大山健一、田部井勇介、須磨健、石川久、

寺本明、松野彰．Combined transorbital- and 

endonasal approach が有用であった再発頭蓋底髄

膜腫の一例．第 29 回日本神経内視鏡学会 

2022.11.4 (軽井沢) 
 
西岡宏 下垂体腺腫と頭蓋咽頭腫：外科治療総
論．下垂体 web セミナー（帝人）、2022 年 1月 8
日 
 
西岡 宏 機能性下垂体腺腫の診断と治療：
update .多摩下垂体セミナー(帝人)、2022 年 1月
19 日 
 
西岡 宏 機能性下垂体腺腫の治療最前線．第 9
回横浜下垂体カンファランス(帝人)、2022 年 2月
9 日 
 
西岡 宏 下垂体腺腫の治療：非機能性腺腫と先
端巨大症．山口脳腫瘍カンファランス(帝人)、
2022 年 3月 16 日 
 
西岡 宏 下垂体腺腫の外科治療と周術期管理．
第 95回 日本内分泌学会総会、2022 年 6 月．教育
講演 
 

西岡 宏 内視鏡下経鼻手術におけるフィブリン
糊の役割〜自己フィブリン糊に期待すること．旭
化成 web 講演、2022 年 9月 28 日 
 
西岡 宏 PitNET：WHO2022 分類と外科治療．第
27 回日本脳腫瘍の外科学会、2022 年 10 月 15 日
（浅草）、教育セミナー 
 
西岡宏 Pituitary adenoma から PitNET へ：アン
ケート調査報告を含めて．第 26 回日本臨床内分
泌病理学会、2022 年 10 月 28 日、シンポ 
 
西岡宏、長村義之、笹野公伸、井下尚、島津章、
高橋裕、山田正三、田原重志 Pituitary adenoma
から PitNET へ：why and how? 第 32 回 臨床内
分泌代謝：update、2022 年 11 月 11 日、debate
講演 
 
西岡 宏 難治性下垂体 NET と外科治療．第 91 回
筑波脳神経外科手術カンファレンス、2022 年 11
月 18 日、web 講演 
 
西岡 宏 難治性下垂体 NET と外科治療．第 48 回
兵庫下垂体・内分泌代謝疾患研究会、2022 年 12
月 1 日、web 講演 
 
西岡 宏 被膜外剥離・海綿静脈洞浸潤腫瘍の摘
出．エチコンビデオクリニック、2022 年 12 月 2
日、web 講演 
 
西岡 宏、小椋貴文、福原紀章、岡田満夫 Hardy
手術から内視鏡下経鼻頭蓋底手術へ．第 35回日
本内視鏡外科学会、2022 年 12 月 19 日、ワークシ
ョップ 
 
水野晴夫: Meet the Expert 女児の中枢性思春期早
発症: 本当に全例治療するのですか? 第 55 回日本
小児内分泌学会. 2022 年 11 月 1 日-3 日. 横浜 
 
伊達木澄人 成長曲線を用いた学校検診の現状と

課題 長崎市医師会学校医部会研修会, 2022 年 11

月 16 日 

 
伊達木澄人 成長曲線を用いた学校検診の現状と
課題 第 66 回九州ブロック学校保健・学校大会, 
2022 年７月 31日 
 
井野元智恵 下垂体・トルコ鞍部近傍．第 40回日

本脳腫瘍病理学会 教育セミナー 2022.6(web) 

 

井野元智恵 Pituitary Neuroendocrine tumor 

(PitNET) の病理分類．第 26 回日本内分泌病理学

会 2022.10 

 

中里一郎、大山健一、田部井勇介、石川 久、須磨 

健、井野元智恵、寺本 明、長村義之、松野 彰．

松果体部 germinoma の一例．第 26回日本内分泌病

理学会 2022.10 
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中島 優華, 轟木 秀親, 高柳 武志, 安倍 雅人, 

山田 勢至, 西山 悠也, 井野元 智恵, 鈴木 敦詞．

視野・視力障害をきたした FSH 産生下垂体腺腫の

一例．第 32 回臨床内分泌代謝 Update 2022.11 
 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

1. 特許取得 

該当なし 

 

2. 実用新案登録 

該当なし 

 

3. その他 

 該当なし

   


